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醐
方
面
見
學
會
を
催
す
、
三
賓
院
の
殿
舎
唐
門
、
藤

十
名
、

▲
昭
和
十
七
年
一
月
一
日

恒
例
に
よ
り
會
員
，
一

▲
昭
和
十
六
年
十
月
十
一
日

同
、
本
堂
祭
典
に
奉
仕
す
る
、
會
誌
第
十
九
琥
を
放

年
賀
會
あ
り
。
會
員
敷

名
参
堂
、
先
師
儒
諸
先
生
の
紳
位
を
拝
す
。

▲
―
―
一
月
一
日

天
沼
俊
一
先
生
の
御
指
導
に
よ
る
醍

あ
る
五
重
塔
ゃ
金
堂
な
ど
拝
観
す
る
、
参
加
者
約
四

行
す
る
。

至
り
、
川
原
に
て
休
息
の
後
、
た
き
つ
瀬
に
若
葉
は

ぬ
れ
て
河
鹿
の
磐
も
さ
や
け
き
宮
瀧
附
近
の
遺
蹟
を

探
勝
し
、
上
市
へ
蹄
り
て
解
散
す
る
。

幹

事

酒

井

全

太

郎

堂

友

會

記

事

テ
皇
恩
ノ
萬
一
―
―
酬
ィ
奉
ラ
ン

n

ト
ヲ
、

祝
僻
ト
ス
、

一
言
以
テ

々
協
心
穀
力
、
愈
々
本
會
ノ
目
的
逹
成
＝
一
努
メ
、
以

満
腔
ノ
謝
意
ト
ヲ
表
ス
、
翼
ク
＾
嘗
事
者
各
位
、
倍

原
時
代
初
期
の
建
築
で
あ
る
國
賓
五
重
塔
の
内
部
を

拝
観
し
、
次
で
京
都
八
阪
神
社
に
至
り
て
塔
を
拝
観

し
、
午
後
五
時
頃
解
散
し
た
。
翠
加
者
五
十
名
、
盛

會
で
あ
っ
た
。

▲
五
月
十
日

澤
潟
久
孝
先
生
御
指
導
に
よ
る
吉
野

宮
瀧
方
面
の
萬
葉
遺
蹟
探
勝
會
を
催
し
、
大
鐵
阿
部

▲
五
月
二
十
四
日

一
行
十
敷
名

天
沼
先
生
の
御
指
導
に
よ
る
大

和
室
生
寺
見
學
會
を
催
し
、
平
安
朝
前
期
の
建
築
で

菜
摘
に
至
り
、
紙
漉
な
ど
を
見
つ
ヽ
吉
野
川
上
流
に

野
繹
教
、
大
和
上
市
騨
下
車
、
借
切
バ
ス
を
謳
り
て

六
四



御
元
氣
で
あ
る
。
一
一
一
時
三
十
分
頃
一
旦
閉
會
し
、
よ

い
て
挨
拶
の
其
似
を
さ
れ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
の

づ
吉
田
鋭
雄
先
生
が
祝
幅
の
詞
を
の
べ
ら
れ
、
中
井

先
生
の
答
僻
あ
り
、
盃
を
畢
げ
て
御
健
康
を
祝
し
費

餐
を
共
に
し
た
後
、
奮
懐
徳
堂
を
鞄
＜
茶
話
會
を
開

v‘
典
い
た
る
ゃ
中
井
先
生
は
莞
爾
と
し
て
主
口
吐

朗
々
、
先
儒
講
義
の
具
似
を
せ
ら
れ
た
り
、
手
を
つ

れ
漢
谷
泉
石
の
間
に
、
紅
ゃ
白
の
臨
躙
が
咲
く
、
先

ノ，'

五

す
、
京
都
四
條
停
留
場
に
集
合
し
、
建
仁
寺
2

六
波
羅

を
催
す
。
愛
加
者
三
十
餘
名
、
老
楓
の
若
葉
鬱
蒼
と

▲
七
月
十
九
日

源
豊
宗
先
生
御
指
導
に
よ
る
暑
さ

克
服
の
京
都
建
仁
寺
、
六
波
羅
密
寺
見
學
會
を
催

密
寺
に
至
り
、
綺
甍
佛
像
彫
刻
多
敷
を
拝
観
す
る
、

六
波
羅
密
寺
で
は
特
に
秘
佛
の
拝
観
を
許
さ
る
、
建

に
す
る
、

名
、
雲
水
に
て
有
志
十
敷
名
、
先
生
と
晩
餐
を
と
も

塔
、
本
堂
を
拝
観
し
て
蹄
阪
す
る
、
翠
加
者
約
五
十

茂
り
、
木
の
間
よ
り
逝
か
に
洛
北
の
町
家
が
眺
め
ら

山
寺
に
到
着
、
心
づ
く
し
の
壽
司
や
餞
頭
の
饗
を
受

志
の
痰
起
に
係
る
中
井
木
菟
麻
呂
先
生
米
壽
祝
幅
會

▲
六
月
十
三
日

京
都
白
糸
瀧
洛
業
園
に
て
會
員
有

見
學
會
を
催
し
、
平
等
院
、
宇
治
上
誹
社
の
建
築
を

拝
観
す
る
、
参
加
者
三
十
餘
名
、

▲
六
月
七
日

天
沼
先
生
御
指
導
に
よ
る
宇
治
方
面

榮
山
寺
見
學
會
を
催
す
、
天
王
寺
繹
痰
、
大
和
五
條

騨
下
車
、
消
ら
か
な
漢
流
の
岸
に
建
て
ら
れ
た
る
榮

け
、
我
國
最
古
の
八
角
圃
堂
や
鐘
棲
、
石
燈
籠
、
石

▲
六
月
二
十
一
日

も
や
ま
の
話
盛
き
ざ
る
も
、
四
時
三
十
分
頃
迎
ひ
の

タ
ク
シ
ー
求
る
と
告
ぐ
る
ま
A
解
散
す
る
、

天
沼
先
生
御
指
導
に
よ
る
大
和



り
と
、
会
を
蹴
つ
て
起
き
、
潔
齋
し
て
誹
棚
に
お
ひ
か

だ
、
米
英
に
向
つ
て
開
戦
最
初
の
報
に
接
し
、
末
る
べ

十
二
月
八
日
の
あ
さ
ぽ
ら
け
は
来
た
、
興
つ
赤
な
生

四
十
名
、

▲
九
月
二
十
七
日

都
南
諏
寺
と
銀
閣
寺
と
の
見
學
會
を
催
す
、
翠
加
者

編
輯
を
終
へ
て

れ
て
初
め
て
の
偉
大
な
太
陽
を
み
た
、
す
べ
て
の
人
た

ち
は
美
し
き
威
激
の
中
に
立
っ
た
、
日
本
の
す
べ
て
の

人
が
日
本
人
と
し
て
の
本
常
の
た
ま
し
ぴ
を
つ
か
ん

き
も
の
が
末
た
。
東
亜
の
興
農
ま
さ
に
此
の
一
戦
に
あ

幹
事
山
本
楡
~
信

天
沼
先
生
の
御
指
導
に
よ
る
京

仁
寺
に
て
査
食
後
解
散
す
る
、
参
加
者
二
十
餘
名
、

は
、
果
敢
な
る
貨
行
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
日
本
が
あ
か

に
接
し
、
此
の
未
曾
有
の
重
大
時
局
に
際
し
、
大
命
を

り
を
獣
じ
、
情
洋
潔
白
な
心
に
拍
手
を
う
つ
て
、
祖
國

日
本
の
勝
利
を
祈
願
し
た
、
同
日
正
午
に
は
、
宣
戦
の

戦
が
布
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
近
術
内
閣
総
僻
職
の
報

拝
し
て
、
帝
國
不
動
の
國
是
を
遂
行
し
て
批
界
平
和
に

寄
典
し
、
皇
國
三
千
年
の
歴
史
を
い
や
が
上
に
も
光
輝

あ
ら
し
め
ん
と
誓
は
れ
た
東
條
首
相
の
鐵
石
の
意
志

る
く
な
っ
た
氣
が
し
た
。
國
民
は
喜
び
と
勇
み
と
を
以

て
勝
ち
抜
く
確
信
と
、
國
に
殉
ず
る
た
く
ま
し
い
覺
悟

が
出
来
た
。
今
こ
そ
御
奉
公
の
し
ど
き
で
あ
る
。
今
こ

そ
生
く
る
甲
斐
あ
り
、
死
ぬ
る
甲
斐
あ
る
千
載
一
遇
の

好
機
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
牡
烈
鬼
誹
を
な
か
し
め

る
日
本
人
の
永
遠
の
生
く
る
道
が
自
ら
會
得
さ
れ
る
。

詔
勅
が
降
下
し
た
。
二
千
六
百
第
一
年
の
最
後
に
宣

.‘Lo
、

ナ
ー
ノ




